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技術の概要

３．技術の効果

ボールド点群テクノロジーという新しい技術で点群形状を強調し、見えづらかった段差や境界を明確に
することにより、別で写真を見返すこともなく一つのアプリで効率的に作業が可能です。
“見ながら描く”という自然な測量のフローを生み出します。ANISTは、点群から平面図を作成する
作業においての常識を大きく変えます。また、点群処理と測量CADを統合しているため「確認」と「作図・
整飾」までを1つのアプリで完結でき、省力化と効率化を与えてくれます。

４．技術の適用範囲

・低密度の点群データでも平面図化が可能。
　ハンディSLAMで取得した点群データから図化する作業に非常に有効。
・ボールド点群テクノロジー技術で点群を疑似球体化を行い点を面として可視化することで
法線カーソルによる視認性トレースが可能。

２．技術の内容

５．活用実績

・道路調査／現況調査／平面図／災害調査／敷地調査
　点群から作成可能な平面図作成業務すべて

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

従来、点群から平面図を作成する場合は、点群処理ソフトウェアとCADソフトウェアを２つ起動して作業
を行う必要がありました。また点群がドット表示であるため見づらく境界が判別し難く、点群による位置の
確認とCADによる作図を行き来する作業が当たり前で、効率的な図面作成と言えませんでした。『2つの
ソフトウェアを使って作業するという手間』および『境界部分が見づらく明確でない』という課題を解決する
ため、開発されたのがANISTという製品となります。

「ボールド点群テクノロジ一」は、これまでにない点群描画エンジンです。
点群の球体表現とその膨張・収縮を自在に操ることによって『その点群が何であるか？』を示すANISTの
キーテクノロジーで、表示の拡大・縮小の行き来など、点群からの図面作成で最も時間が
かかっていた『明確にできない』『判別できない』という部分を大幅に軽減します。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


